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特別記事：慶應義塾大学法学部法学研究所講演会　「地域主権改革」のゆくえと地方自治の課題

　
昨
年
（
二
〇
一
二
年
）
一
〇
月
二
四
日
（
水
）、
三
田
北
館

ホ
ー
ル
で
、
片
山
善
博
法
学
部
教
授
に
よ
る
「『
地
域
主
権
改

革
』
の
ゆ
く
え
と
地
方
自
治
の
課
題
」
と
題
す
る
講
演
会
を
開

催
し
た
。
昨
年
度
第
三
回
目
の
法
学
研
究
所
主
催
講
演
会
で
あ

る
。
今
日
、
地
方
自
治
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
論
が
主
張

さ
れ
て
い
る
。
身
近
で
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

大
き
な
問
題
か
ら
具
体
的
な
課
題
ま
で
幅
が
広
い
せ
い
か
、
全

体
像
を
見
渡
し
た
う
え
で
の
共
通
認
識
が
形
成
さ
れ
に
く
か
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
分
野
の
理
論
的
に
も
実

践
的
に
も
最
先
端
の
専
門
家
で
あ
る
片
山
教
授
に
、
地
域
主
権

改
革
の
分
析
を
お
願
い
し
た
。

　
片
山
教
授
は
、
旧
自
治
省
に
入
省
さ
れ
た
後
、
鳥
取
県
で
改

革
派
知
事
と
し
て
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
は
わ

が
法
学
部
の
専
任
教
授
と
し
て
教
育
・
研
究
に
携
わ
ら
れ
る
一

方
、
菅
内
閣
で
総
務
大
臣
を
二
期
務
め
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、

一
貫
し
て
地
方
自
治
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
。
そ
の
間
、

『
地
域
間
交
流
が
外
交
を
変
え
る
︱
鳥
取
︲
朝
鮮
半
島
の
「
あ

る
試
み
」』（
共
著
、
光
文
社
）、『
災
害
復
興
と
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
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ン
―
復
興
と
憲
法
』（
共
著
、
ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ
）、『
市
民

社
会
と
地
方
自
治
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）
や
『
日
本
を
診

る
』（
岩
波
書
店
）
な
ど
の
著
書
、
論
文
を
発
表
さ
れ
、
ま
た
、

地
方
制
度
調
査
会
副
会
長
、
中
央
教
育
審
議
会
委
員
、
日
弁
連

市
民
会
議
議
長
や
行
政
刷
新
会
議
議
員
な
ど
要
職
を
歴
任
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
名
実
と
も
に
地
方
自
治
論
の
学
界
、

実
務
界
に
お
け
る
第
一
人
者
で
あ
る
。

　
講
演
当
日
は
、
塾
内
外
の
大
学
生
や
大
学
院
生
、
会
社
員
・

会
社
役
員
、
公
務
員
、
研
究
職
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
多
分

野
、
多
数
の
聴
衆
が
北
館
ホ
ー
ル
を
埋
め
た
。
講
演
内
容
は
次

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
論
理
的
に
整
理
さ
れ
な
が
ら
、
文
献

資
料
か
ら
だ
け
で
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
生
の
政
策
決
定
過
程

に
つ
き
多
数
の
実
例
を
挙
げ
て
、
問
題
点
を
明
白
に
指
摘
し
論

じ
て
お
ら
れ
た
。
ま
さ
に
片
山
教
授
が
講
演
者
だ
っ
た
か
ら
こ

そ
の
内
容
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

「
居
眠
り
自
治
体
」
や
若
者
の
政
治
参
画
の
意
義
に
つ
い
て
な

ど
の
話
を
さ
れ
た
。

　
一
八
時
三
〇
分
か
ら
二
〇
時
過
ぎ
ま
で
の
ご
講
演
と
質
疑
応

答
は
、
会
場
を
知
的
興
奮
で
満
杯
に
し
た
だ
け
で
な
く
、
歴
史

的
証
言
と
し
て
も
大
変
貴
重
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
片
山
教

授
に
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
質
問
者
を
含
む
聴
衆
の

方
々
の
真
摯
な
参
加
姿
勢
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。


